
～ 卒業生からのメッセージ-

oなんとなく過ごすにはもったいない!
入･X裕英子

(2002年 工具音節学科 救援科学コース卒業)
ノックステータ株式会社勤務 (プロクラマ-I

社会人になって4年､IT企策でプロクラマーをして

いますが､新しいプログラム言責吾を覚えたいとか､自

分でもっと勉強しようと思う気持ちは短大時代の学

習意欲と同じ｡きっとあの頃に暮われたのだと感じ

ています｡削票を決めて挑戦するなど.自ら捕極的

になることで､あとで振り返った時に良かったと思え

る学生生活になるはすです｡

良きライバルと､仲良く頑謀る

石井祐輔

(2003年 基礎=学科 数理科学コース卒巣)

目熊区立第八中学故 数学教諭

テスト近くになるとよくクラスの皆とカフェで一緒に

勉強しましたね｡周りも崩人が目標でいいライバル

でしたし､皆が本当によく努力する環境だったと思

います｡私は今､中学時代から仕れていた教師にな

りましたが.授業でもっと数学の面白さを伝えたり､
子ともたちとのコミュニケーションを大切にする理想

の教師を目指しています｡

いろいろ楽しめる船橋キャンハス
太田廷幸

(1977年 応用化学科卒業)

ユカ インダストリーズ株式会社 取締役

私は､変圧器の捷操油を分析するなどの､いわば

変圧器の健康診断を行う会社を経営しています｡

短大では､実験などの実技が多く私は合成実験が

非常に楽しみでした｡また､船積キャンバスの広大

な土地で蓬軸するなど.招集以外の楽しみが多い
のも魅力｡短大では気軽に化学に接することができ

ますO化学に少しでも興味がある人､おすすめですC

◎大学院で｢黄白｣を研究してい打
金子 税代

(2005年 応用化学科卒業)

日本大学大手左理工学研究科棚 応用化即階融和憲締

短大は編入を目指して必死に勉強する学生が多い

せいか､学部に進んでも過れることなく研究Lこ取り

組めたので､改めて努力した甲斐があったと感じま

した｡例えば化学全般をやりたいとか､具体的な方
向性が決まっていないなら､まずは幅広く様々な基

礎を学べる短大の2年間で.自分のやりたいことを

見つけるという方法もありますよ｡


